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わかちあい通信 

今 月 の ハ イ ラ イ ト  
・各院のトピック！・・・・・・・・・・・１Ｐ 

・日本で初めてパンが焼かれた日！・・・・２Ｐ 

・爪の清潔さで第一印象は大きく変わる！・２Ｐ 

・１日１分家事をしながら開運習慣！・・・３Ｐ 

・もっと「足の健康」も意識してみよう！・３Ｐ 

・クロスワードパズルに挑戦！・・・・・・４Ｐ 
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ぜひ してね!! LINE@ 

ふくおか耳鼻咽喉科 新知台耳鼻咽喉科ニュースレター 

 

よかったら 

をみてね!! 
YouTube 

二重枠に入った文字をＡ→Ｅの順に 

並べてできる言葉はな～に？ 

こたえ！ 

◇◆ヨコのカギ◆◇ 

１ 東京の桜の名所。西郷さんの銅像も。 

２ ランチュウやコメットはこの一種。 

３ ドライバーで締めたり外したり。 

４ 威力があって速い球のこと。 

６ ムジュンのムが表すもの。 

８ 矢をつがえます。 

10 スマホの検索〇〇〇を削除した。 

13 うずら豆は〇〇〇豆の品種のひとつです。 

15 靴を数えるときに使う言葉です。 

17 千キログラムは一〇〇です。 

19 漢字で書くと木瓜。美しい花が咲きます。  

 
 

◇
◆
タ
テ
の
カ
ギ
◆
◇ 

２ 

お
稲
荷
さ
ん
の
お
使
い
で
す
。 

５ 

小
さ
な
子
供
に
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
も
。 

７ 

〇
〇
〇
を
聞
い
て
〇
〇
〇
を
知
る
。 

９ 

ひ
い
て
木
を
切
り
ま
す
。 

 
 

赤
、
白
、
八
丁
と
言
え
ば
？ 

 
 

授
業
が
始
ま
る
前
に
鳴
り
ま
す
。 

 
 

四
月
一
日
に
は
つ
い
て
も
良
い
か
も
。 

 
 

金
太
郎
は
長
じ
て
坂
田
〇
〇
〇
〇
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

に
っ
こ
り
す
る
と
へ
こ
み
ま
す
。 

 
 

精
製
し
て
ガ
ソ
リ
ン
を
作
り
ま
す
。 

 
 

日
光
市
の
景
勝
地
の
ひ
と
つ
、
〇
〇
〇
の
滝
。 

  

16 20 18 21 12 11 14 

クロスワードパズルに挑戦！ 
古来より世界中で愛されてきたハチミツ！ 

『ハチミツの歴史は人類の歴史』・・・これは英

国のことわざです。ハチミツの歴史は非常に古く

『ギリシア神話』にも養蜂の神が登場します。 

また、紀元前のスペインや南アフリカなどの洞窟

遺跡には、はちみつを巣から採取する「ハニーハ

ンター」の壁画が見られます。 
  

今のように防護服がなかった時代は、 

ハチに襲撃される危険性が高かったと 

思われますが、古代人にとって栄養た 

っぷりの甘いハチミツは、リスクを冒しても手に

入れたい貴重な食べものだったのでしょう。 

養蜂の歴史が古いヨーロッパでは、ミツバチは大

切な家族と考えられていたようで、英国では主が 

亡くなったり、娘が結婚をする時は、巣箱に向

かってちゃんと報告する習慣があるのだとか。 
 
日本でも、古くからハチミツが薬として重用さ

れていましたが、やんごとなき人しか口にでき

ない贅沢品だったようです。 

平安時代には藤原道真が、牛乳から作ったドロ 

ドロの「蘇（そ）」にはちみつを混ぜたレアチ 

ーズケーキのような「蘇蜜」を愛食していたと

いわれています。 
 
養蜂が普及するのは、江戸時代になってからで

すが、当時の日本では、ミツバチの巣を仕切っ

ているのはオスバチだと考えられていたようで

まさか城主が女王バチで、城を守るサムライた

ちも全員メスとは、ゆめゆめ想像できなかった

でしょう！！ 
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日本で初めてパンが焼かれた日！～1842年4月12日～ 

分
か
れ
ま
す
。 

ち
な
み
に
こ
の
厚
さ
は
地
域
に
よ 

っ
て
好
み
が
分
か
れ
、
食
べ
ご
た

え
の
あ
る
４
枚
切
り
や
５
枚
切
り

が
人
気
な
の
は
西
日
本
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
に
し
や
す
い
８
枚
切
り
か

ら
６
枚
切
り
を
中
心
と
し
て
売
ら 

 

れ
て
い
る
の
が
東
日
本
で
す
。 

 

●
パ
ン
の
耳
の
別
名
は
？ 

食
パ
ン
の
周
り
の
茶
色
い
部
分 

を
「
パ
ン
の
耳
」
と
言
い
ま
す 

が
、
こ
れ
に
は
専
門
用
語
が
あ 

り
ま
す
。 

そ
れ
は
「
ク
ラ
ス
ト
」
で
す
。 

そ
し
て
白
い
部
分
は
「
ク
ラ
ム
」

と
い
う
名
前
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
メ
ロ
ン
パ
ン
の
表
面
の
秘
密
！ 

あ
の
表
面
の
秘
密
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト

生
地
で
す
。 

通
常
の
パ
ン
生
地
に
上
か
ら
ビ
ス

ケ
ッ
ト
用
に
配
合
さ
れ
た
生
地
を

薄
く
貼
り
付
け
、
そ
れ
を
オ
ー
ブ

ン
で
焼
い
て
い
る
の
で
す
。 

 

た
く
さ
ん
の
パ
ン
を
食
べ
て
、
よ

り
パ
ン
の
魅
力
を
深
堀
り
し
て
み

る
の
も
楽
し
い
か
も
♪ 

  

４
月
１
２
日
は
「
パ
ン
食
普
及 

協
議
会
」
が
制
定
し
た
記
念
日 

パ
ン
の
日
で
す
。 

普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
作
ら

れ
、
食
べ
て
い
る
パ
ン
で
す
が
意

外
な
も
の
と
一
緒
に
日
本
へ
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
！ 

 

パ
ン
は
近
代
に
な
っ
て 

か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た 

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が 

実
は
そ
れ
よ
り
も
前
か 

ら
他
の
も
の
と
一
緒
に 

伝
わ
り
ま
し
た
。 

そ
れ
は
「
鉄
砲
」
で
す
！ 

鉄
砲
が
伝
わ
っ
た
の
は
江
戸
時

代
よ
り
も
前
で
す
か
ら
、
意
外
と

日
本
と
パ
ン
と
の
歴
史
は
古
い

の
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
時
は
あ

く
ま
で
も
日
本
に
滞
在
す
る
外

国
人
の
た
め
に
少
し
だ
け
作
ら

れ
る
程
度
で
し
た
。 

 

【パ
ン
に
ま
つ
わ
る
面
白
雑
学
】 

●
食
パ
ン
は
何
枚
切
り
が 

 
 

 
 

 
 

常
識
な
の
か
？ 

食
パ
ン
が
売
ら
れ
る
時
は
、
切
ら

れ
た
厚
さ
に
よ
っ
て
種
類
が 

名刺交換、書類をめくるとき、スマホを操作

するとき、パソコンのキーボードを叩くとき

など、さまざまなビジネスシーンにおいて、

手元は周囲の視線を集めています。 

特に男性の場合、服装や持ち物、髪型には注

意を払っていても、爪の手入れには無頓着で

疎かにしがちな人が少なくないようです！ 
 

   『爪は口ほどにものを言う』 

いつも爪をきれいに切りそろえている人は、

「清潔感があって、マメで細かいところに配

慮が行き届き、私生活もきちんとしている」

といった印象を与えるもの。 

実際に女性からモテますし、部屋もデスク周

りも整理整頓され、靴やカバンなど身の回り

のものの手入れも行き届いていることが多い

のです。 
 

ところが、爪が長く伸びっ放し、爪の間には

垢がたまったままのような人は、相手や周囲

に不潔感や不快感を与えるだけでなく「雑そ 

う」「日常生活がだらしなさそう」というイ

メージを持たれかねません。 
 

爪をきれいにしている人は、 

自分の手元が常に見られてい 

ること、そして手や爪が自分 

のイメージを左右することを 

自覚している人。爪の手入れ 

を疎かにしている人は、自分 

が周囲を不評に気づかない鈍感な人とも言え

るでしょう。 

まさに『爪は口ほどにものを言う』のです！ 
 

  『爪の状態は健康のバロメーター』 

また爪は、その人の健康状態や体の変調が表

出しやすい“健康のバロメーター”のような

部位でもあります。 

つまり、健康的できれいな爪の人は、食生活

が充実して栄養バランスがよく、規則正しい

生活を送っている人という印象を与えること

もできるのです。今すぐ爪チェックを！！ 

 

爪の清潔さで第一印象は大きく変わる！ 

シ
ン
ク
は
後
片
付
け
と
一
緒
に
掃
除
！ 

キ
ッ
チ
ン
は
金
運
と
と
も
に
健
康

運
も
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
大
切
な

場
所
な
の
で
す
が
、
注
目
す
る
べ
き

場
所
は
シ
ン
ク 

で
す
！
こ
ち
ら
は 

毎
晩
食
事
の
片
付 

け
が
済
ん
だ
後
に 

さ
っ
と
ス
ポ
ン
ジ 

な
ど
で
シ
ン
ク
お
よ
び
シ
ン
ク
周

り
を
拭
き
掃
除
。 

仕
上
げ
に
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で

シ
ン
ク
に
あ
る
余
分
な
水
を
拭
き

取
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。 

 

し
か
し
、
最
も
Ｎ
Ｇ
な
の
が
食
器
を

水
に
つ
け
た
ま
ま
一
晩
放
置
す
る

こ
と
で
す
。
そ
も
そ
も
水
は
、
循
環

さ
せ
て
こ
そ
良
い
運
気
を
呼
び
込

み
ま
す
。
汚
れ
た
ま
ま
の
水
を
キ
ッ

チ
ン
に
放
置
す
る
こ
と
は
自
ら
開

運
の
道
を
閉
ざ
す
ば
か
り
か
、
ツ
キ

を
手
放
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

す
。
使
い
終
わ
っ
た
食
器
は
す
ぐ
に

洗
っ
て
収
納
を
心
が
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

び

運
気
を
上
げ
る
開
運
方
法
に
興
味

が
あ
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？ 
そ
こ
で
、
１
日
１
分

家
事
を
し
な
が
ら
で
き
る
シ
ン
プ

ル
開
運
術
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
暮
ら
し
の
中
に
取
り
入
れ

て
、
習
慣
に
し
て
み
て
下
さ
い
！ 

 

ト
イ
レ
は
「
つ
い
で
掃
除
」
で 

 
 

 
 

 

キ
レ
イ
を
キ
ー
プ
！ 

掃
除
、
特
に
水
回
り
を
キ
レ
イ
に
す

る
と
開
運
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
水
回
り
は
金
運
に
直
結
し
ま
す

の
で
、
い
か
に
キ
レ
イ
を
保
つ
の
か

が
ポ
イ
ン
ト
！ 

ト
イ
レ
は
御
不
浄
（
ご
ふ
じ
ょ
う
）

と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
不
浄
な
も
の

を
流
す
場
所
。
つ
ま
り
、
常
に
キ
レ

イ
な
状
態
で
保
つ
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

毎
朝
ト
イ
レ
に
入
る
と
き
、
使
っ
た

つ
い
で
に
ブ
ラ
シ
で
便
器
を
お
掃

除
す
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
習
慣
な
の

で
す
が
、
週
末
に
ま
と
め
て
掃
除
す

る
よ
り
も
は
る
か
に
効
果
は
期
待

で
き
ま
す
。 

１
日
１
分
家
事
を
し
な
が
ら
開
運
習
慣
！ 

自分の足に興味を持つことが大事！ 

お腹や頭が痛いとき、たいていの人は何かの

重大な病気ではないかと不安になって病院を

訪ねますが、足の痛みだけは軽く見てしまう

ことは少なくありません。靴のせいや歩き方

のせいなどにして、病院まで受診する人はめ

ったにいないですよね。 
 

専門家曰く『たかが足の痛みと思 

って、放っておく人がほとんどで 

すね。一方で、爪の切り方や正し 

い靴選びの方法、また正しい靴の 

履き方など、足の健康を保つための基本を知

らない人が多い。自身の足に興味を持ち、ト

ラブルをできるだけ早く発見して回避できる

ようになると、コロナによる歩行減少で早ま

りそうなプレ老人化を、再び遅らせることも

できると思います』とのこと！！ 
 

さらに『正しい歩き方は一言でいうと、効率

よく怪我をしない歩き方ということになる。 

ただし、人によって足の形や歩き方のクセは

千差万別です。歩くという毎日やっている行

動だけに、無理に矯正しようとして意識しす

ぎると、どこか別の場所に痛みが出るような

こともありうる。それよりアキレス腱伸ばし

の運動で足を鍛えたり、正しい靴選びをする

ほうが、自然と正しい歩き方になってくるこ

とが多いですね』とのことです。 
 

人の足裏は平らではなく、土踏まずがありア 

ーチ状になっています。実はこのアーチが歩

くときの衝撃を和らげているとのこと。 

ところがアキレス腱が硬いと、歩くたびにア 

ーチをつぶしてしまい、ひいてはさまざまな

足の痛みなどにつながると言います。 
 

コロナ禍で外出の機会が減り、歩行数が激減

した中年世代の足は、思いがけないリスクを

抱えてしまったよう。この機会に、将来の健

康の要になりうる足の存在に、あらためて関

心を持ってみましょう！！ 

  

もっと「足の健康」を意識してみよう！ 


